
平成２３年度 第１回小田原市次世代育成支援対策地域協議会会議概要 
 

件 名  平成２３年度第１回小田原市次世代育成支援対策地域協議会 

開会年月日時  平成２３年８月３０日（火） 午後 １時３０分 

閉会年月日時  平成２３年８月３０日（火） 午後 ３時３０分 

開 催 場 所  小田原市役所４階 第３委員会室 

出席者の職氏名  平成２３年度小田原市次世代育成支援対策地域協議会名簿のとおり 

         （欠席 七戸秀勇委員） 

次 第 及 び 審 議 の 内 容 

１ 挨拶 

２ 議事 

（１） 平成２２年度次世代育成支援対策行動計画・実施状況について 【資料１】 

（２） 平成２３年度次世代育成支援対策行動計画・実施予定事業について 【資料２】 

（３） その他 

（イ）（仮称）駅近子育て支援センターについて 【資料３】 

（ロ）その他 

 ３ 事務連絡 

 

 

１ 挨拶 

川久保子ども青少年部長が挨拶を行った。 

 

２ 議事 

（１） 平成２２年度次世代育成支援対策行動計画・実施状況について 

服部子育て政策係長が資料１を使い説明。 

【質疑・意見交換】 

市川委員 （１ページ ７）病児・病後児保育事業の利用状況はどうか。また、利用は近隣の方

が多いのか。 

隅田課長 平均的に１箇所について２人を欠ける程度である。川東、川西に１箇所づつあり、そ

れぞれ設置してある城前寺保育園と小田原愛児園の利用が多いが、周囲の他の園に通

う方の利用もある。 

 

榮委員  （１ページ １）通常保育事業について、下府中保育園の増設についての記載がない

が。 

隅田課長 下府中保育園の増設は平成２３年４月から実施するので、平成２３年度の実績になる。 

 

市川委員 （３ぺーじ １２）こんにちは赤ちゃん事業の実施状況はどうか。 

隅田課長 平成２２年１０月から事業を始めた。それ以前から第１子を中心に保健師や助産師が

新生児訪問を行っていたが、第２子以降も含め子どもが生まれた全ての家庭を訪問す
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る事にした。第２子以降の訪問を行う訪問員を１０名雇用した。昨年度１０月以降の

実績は７３６名の出生に対して６９３名訪問し、訪問率は９４．２％だった。６９３

名のうち２９０名を訪問員が対応している。なお、訪問は１回１時間程度で、家にあ

がって話している。 

市川委員 訪問時に子育てに関する悩みなどの相談はあるか。 

隅田課長 色々な相談がある。訪問を受けた人からは概ね好評を得ている。また、虐待予防とい

う観点で養育環境の確認も行なっているが、まだ具体的な対応が必要という報告はな

い。 

市川委員 訪問員はそれぞれ訪問するエリアが決まっているのか。 

隅田課長 訪問エリアは決まっていない。子育て政策課に来るスタッフが電話で予約を取ってい

るので、それぞれの訪問員の訪問数が同じなるようにしている。 

宮川会長 訪問できなかった６％についてはどのようにフォローしているか。 

隅田課長 訪問は出生届にもとづいて行っているが、出していない場合も訪問をしている。訪問

の連絡をした時に拒否されてしまうのは月２人程度。転出者も訪問できなかった人数

には含まれている。 

佐次専門監 訪問できなかった方は、４ヶ月健診でフォローするようにしている。 

宮川会長 情報の共有はどのようにおこなっているか。 

佐次専門監 要保護性の高いものについては、要保護児童という観点で情報のやりとりをしてお

り、健康づくり課に情報を送っている。子育て政策課、健康づくり課、保険福祉事

務所という組織間での情報共有をしている。 

隅田課長 訪問員については、月１回集まって報告会を行なっている。 

 

榮委員  （５ページ ４４）保育体験学習はどのくらいの中学校が行なっているのか。 

隅田課長 １０校はなかったと思う、白山中学校が多かったと記憶している。 

服部係長 教育指導要領の変更で、中学生に対し、乳幼児との触れ合いを作るカリキュラムがで

きたので、今後増やす方向だと思う。平成２３年度の数字は把握したい。 

榮委員  Ａ評価となっているが。 

隅田課長 保育園側の事情もあり、限られた人数しか受け入れられないという事情もある。 

 

 

（２） 平成２３年度次世代育成支援対策行動計画・実施予定事業について 

服部子育て政策係長が資料２を使い説明。 

【質疑・意見交換】 

榮委員  （２ページ ９）下中幼稚園の認定こども園化について、具体的にはどのような動き

になっているか。 

隅田課長 議会で橘地区に保育園の機能を持たせることについて検討すると答弁している。下中

幼稚園は国の新たな子育てに関するシステムのモデル事業として内部で検討しており、

保育ニーズの把握などをおこないたいと思っている。 

宮川会長 モデル事業ということは、他にも実施するということか。 
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隅田課長 小田原市には公立幼稚園が６園、公立保育園は８園ある。国の新システムでは施行は

平成２５年度で猶予期間は設定される。しかし、いずれ統合していく事になるので、

それに向けてのサンプルとしてモデル事業を考えている。 

宮川会長 所管課が保育課となっているが、幼稚園の所管は教育委員会ではないのか。 

隅田課長 一覧表では保育課となっているが、教育委員会も一緒に検討をしている。 

 

榮委員  （３ページ １３）ぴんたっこは毎年改訂しているのか。 

服部係長 毎年改訂をしている。今年度は市民団体と協働で作成し、来年４月以降に配付する。

母子手帳交付時や転入者に対して配布している。 

佐次専門監 今までは行政が編集をして、制度の紹介や地図情報を載せていた。行政主導で作っ

ていたので、保護者のニーズをどこまで把握しているかという点が課題だった。今

年は保護者を取り込んで活動をしているＮＰＯと協働で内容の見直しをしながら製

作する。 

 

宮川会長 （４ページ ４０）思春期についての事業がこの１事業しかなく、少なく感じる。こ

の部分の充実をお願いしたい。 

隅田課長 所管課に意見を伝えたい。  

川久保部長 ここには掲載されていないが、昨年度は高校生の子宮頸がん検査なども実施してい

る。 

 

小関委員 （５ページ ４４）自分が勤務している幼稚園では白山中、城北中、南足柄市などか

ら受け入れを行なった。これらは、学校の方針で来ているのか。 

隅田課長 申込は学校からあるが、学校により扱い方は違うようだ。 

小関委員 幼稚園としては、良い取り組みだと思っている。 

夏苅委員 総合の授業の中で実施しているのだと思うが、その場合は希望者だけになる。家庭課

の授業の中の保育というくくりでの対応も考えられる。ただ、総合の時間は減ってき

ている。 

大石委員 夏休みにはボランティアという形で来ている。体験学習として来ることもある。 

榮委員  ４４と４５は重なっている内容ではないか。 

川久保部長 実習を受けいれる側と、依頼する側で別事業になっている。 

佐次専門監 桜井保育園では津波の避難について、中学生の手を借りるという案が出て、訓練を

行なう事を考えたようだ。このように、地域によって、いろいろな交流が考えられ

ると思う。 

 

宮川委員 （８ページ ９６、１０４、１０５）こども相談支援体制は常勤３、非常勤１となっ

ており、手厚くおこなっているように思う。障害児の支援について、常勤、非常勤の

割合はどうなっているか。 

隅田課長 公立の児童デイサービスであるつくしんぼ教室は、保育士３人が常勤職員として配置

されている。臨床心理士などの専門分野は臨時職員で対応している。１０５について
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は、昨年度から実施している。公立保育園が対象で、保育士の指導が主な目的である。

心理職は臨時職員、保健師は障害福祉課の正規職員、保育士は正規職員が１人担当し

ている。医師は随時頼んでいる。 

 

夏苅委員 （９ページ）最後に掲載されている身近な自然との触れ合いについては、県が実施し

ている事業で良いのか。また、具体的にはどのような内容なのか。 

服部係長 具体的な内容は把握していないが、実施場所は山北町だと聞いている。 

 

藤尾委員 （７ページ ８７）これは具体的にどのような事を行なうのか。 

隅田課長 市が単独で実施することはほとんどない。県が事業者をよんでセミナーなどを実施す

るので、その周知協力などを行なう。 

 

藤尾委員 （５ページ ５４）ハートカウンセラーとは具体的にどのような事を行なう人か。 

宮川会長 自分自身もハートカウンセラーを行なっていた。資格は問われていないので、子育て

経験者、臨床心理士の国家資格取得前の人、カウンセリングの勉強をした人、スクー

ル・ソーシャル・ワーカー経験者などがいて、相互研修を行なっている。ただ、勤務

時間は少ないので、学校で親や生徒と話をすることが中心になっている。 

 

市川委員 （９ページ）地域子育てサロン事業について詳しく教えてもらいたい。 

隅田課長 市では子育て支援センターで子育てに関する情報提供や仲間作りをするなどの機能を

持っているが、それを各地域でも持てたら良いと考えている。既に多くの地区で子育

てサークルを実施しているが、各地域で曜日等を固定化した集える場を作りたいと思

っている。ただ、各地域の既存の内容もあるので、相談しながらすすめたいと考えて

いる。 

市川委員 ゆくゆくは連合自治会単位ぐらいの規模で開催を考えているのか。 

隅田課長 現在は上府中地区でモデル事業を行なっており、相談を受けるスタッフには謝礼を支

払っている。２５地区の一つではあるが、利用者は５組程度で、場の近所からしか利

用がない状況である。 

佐次専門監 富水地区などは以前から子育てサークルがあったが、上府中地区はサロン事業をき

っかけに場を作る事ができた。まだスタート段階ではあるが、とにかく月２回集ま

る場所ができた事は評価できる。 

市川委員 富水地区も以前は公民館で実施していたが、公民館が古かったのでいずみを使うよう

になった。公民館を事業展開の中心に考えると、難しい点も多いのではないか。 

佐次専門監 各地域でそれぞれ工夫をしている。自治会が便宜を図ってくれている場所もある。

各地域でうまい具合に運営しているとおもっている。利用者からは身近に支援をす

る場所があってありがたいという声があった。 

 

大石委員 （６ページ ６４）まず、この協議会の意見はどのように反映されるのか確認したい。

私立幼稚園協会の補助金は半額になってしまったが、それについて意見をいったらど
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うなるのか。 

隅田課長 この協議会は次世代育成支援対策推進法に基づいて、設置しないといけないことにな

っており、その目的は広く意見をいただく事にあり、この協議会に決定権はない。現

在の委員は８名だが、計画策定時はもっと多くの方から意見をいただいた。個々の事

業についての議論は難しく、子育て政策全般として意見をいただき、行政が考えて行

く事になる。 

宮川会長 公立幼稚園に対しては推進事業がある。私立幼稚園に対しても、研究に協力をすると

いう形の支援という事もできるのではないか。 

川久保部長 目標指標が補助額という事に問題があるとも考えられる。金銭でない援助も含めて

考えるように所管に伝える。 

 

小関委員 （８ページ １０５）幼稚園は教育委員会の心理やあおぞら教室と手を組んでいる。

以前、同じ心理職が小学校も見ている事があり、うまく繋がった。横のつながりだけ

でなく、縦の繋がりも大切である。 

隅田課長 縦の繋がりを強化する事は大切であり、園長も小学校へ伝えなくてはいけないという

考え方を持っている。同じ人が継続的に見られたら良いという考え方もある。 

夏苅委員 心配な子どもについては、市へ連絡してもらえれば就学指導委員会に繋がる。 

 

服部係長 先ほど質問のあった、県が主催する身近な自然との触れ合いに関する事業について所

管課に確認をした。今後、芦子小学校や早川小学校へベンチやプランターを設置した

いと考えているが教育委員会と調整中とのこと。 

 

（３） その他 

（イ）（仮称）駅近子育て支援センターについて 

   佐次専門監が資料３を使い説明。 

【質疑・意見交換】 

大石委員 子育てアドバイザーとはどのような人なのか。 

佐次専門監 受託事業者が子育て経験者の中から雇用しており、いろいろな話を傾聴する事を意

識して行なっている。資格は必須事項ではないが、結果的には保育士や幼稚園教諭

が多い。 

榮委員  （仮称）としているが、西口とか城山とかしたほうがわかりやすかったのではないか。 

佐次専門監 現在名称の検討を行なっているが、それが決まったら、今後は名称を使う事になる。

今まで設置した子育て支援センターは建物の愛称があったのでそれを使ったが、今

回は賃借物件なので、その名称を募集することになった。 

市川委員 食事コーナーが設置されて良かった。いずみでは毎日のようにキッズコーナーを使っ

ている人もいる。 

佐次専門監 運用については事業者と考えていきたい。いずみは１箇所目の子育て支援センター

だったので、何を機能として加えたら良いのかがわからない点もあった。 

夏苅委員 駐車場はあるのか。 
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佐次専門監 駐車場はない。今までの子育て支援センターはタウンセンターに設置されていたた

め、車で来る方が中心であった。今回は車で来られない方のためにも、電車などで

アクセスしやすい場所に設定した。 

 

市川委員 特定１２事業にあるトワイライトステイは検討となっているが、ニーズはないのか。 

隅田課長 ニーズとしては少ない。 

佐次専門監 宿泊を伴う事業なので、事業展開としても大変である。 

隅田課長 届出保育施設で夜間行なっている施設もあり、そこで対応もできる。 

 

（ロ）その他 

       なし 

 

３ 事務連絡 

服部係長 次回は２月に開催を予定している。皆さんが参加できる日程で調整をしたい。 


